
                          平成 14 年度採択分 
平成 19 年 3 月 31 日現在 

 
 
 
 
 
 

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾗｲﾌｻｲｸﾙのためのﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙ開発の研究開発 

Research on Digital semantic product model for 
product life cycle support 
 
岸浪 建史（KISHINAMI TAKESHI） 
北海道大学・ 理事（副学長）  
 
 
 
 
 
 
 

研究の概要 
長期にわたってﾄﾚｰｻﾌﾞﾙな設計・生産を可能とするためには、実装系に依存しない形式で
ﾃﾞｰﾀの意味と品質を保証するﾓﾃﾞﾙが必要となる。本研究では、それらの要求事項を満た
すﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｨｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙの確立、設計ﾓﾃﾞﾙから生産ﾓﾃﾞﾙを導出するﾒｶﾆｽﾞﾑの確立、人間
とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの協調作業を可能とするﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｨｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀの確立、を行った。 

 
 
 
 

研究分野／科研費の分科・細目／キーワード 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学・データベース 
キーワード：データベース・情報システム 

１．研究開始当初の背景・動機 
製品のﾗｲﾌｻｲｸﾙ全般にわたりﾃﾞｰﾀを維持・利
用・管理するために、実装系に依存しない
ﾃﾞｰﾀの意味と品質を保証する製品ﾓﾃﾞﾙが必
要となる。さらに、製品ﾗｲﾌｻｲｸﾙの各段階に
おいて必要なﾓﾃﾞﾙを導出、人とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの協
調作業を可能とする製品ﾓﾃﾞﾙとそのｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝｼｽﾃﾑに関する研究開発が必要である。 
 
２．研究の目的 
1) 設計と生産を統合し意味と品質を保証

するﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｨｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙの確立。 
2) 設計ﾓﾃﾞﾙから生産ﾓﾃﾞﾙを導出するﾒｶﾆ

ｽﾞﾑの確立。 
3) 人間とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの協調作業を可能とす

るﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｨｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀの確立。 
 
３．研究の方法 
研究の目的は「ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ･ﾗｲﾌｻｲｸﾙ･ｻﾎﾟｰﾄのた
めのﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｨｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙの開発」のため、
範囲は広大であるが、提案する概念の正当
性を検証するために必要最低限の研究開発
項目に絞り、それによる実証実験を積み重
ねていく方針で研究を推進した。すなわち
設計、形状認識、CNC ﾃﾞｰﾀ分野を中心に
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾏﾝﾃｨｯｸ製品ﾓﾃﾞﾙ化とその実装を行
い、購入ｼｽﾃﾑにより作成した供試ﾃﾞｰﾀを用
いた検証実験によりそのﾓﾃﾞﾙの正当性を検
証した。研究総括は研究代表者の岸浪が行
い、研究計画に基づき、全研究分担者によ
る研究会で進捗状況を確認し、毎年度研究
の取りまとめを行い中間報告書を刊行した。 

４．研究の主な成果 
設計、形状認識、CNC ﾃﾞｰﾀ分野を

中心に加工ﾌｨｰﾁｬの表現とその変換、及
び加工ﾌﾟﾛｾｽ･ﾓﾃﾞﾙの開発に主眼をおき、
図１に示す以下の研究課題を遂行、成
果を得た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 研究課題と研究組織 
 
研究課題１ 形状特徴認識ﾌﾟﾛｾｽ･ﾓ

ﾃﾞﾙに関する研究 
形状特徴認識ﾌﾟﾛｾｽ･ﾓﾃﾞﾙとして 5 軸

加工による工具軸割出加工における加
工特徴認識に関する研究を行った。本
研究は、その先駆け的研究で、割り出
し角決定と加工ﾌｨｰﾁｬ導出を自動的に
行うことを可能とし、その研究成果は
さまざまな論文から参照されている。
以下に、その開発項目を示す。 
１．３軸ﾌﾗｲｽ加工ﾌｨｰﾁｬﾓﾃﾞﾙの開発 
２．３軸ﾌﾗｲｽ加工に対する形状特徴 

認識ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙの開発 
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〔４．研究の主な成果（続き）〕 
３．５軸ﾌﾗｲｽ加工ﾌｨｰﾁｬﾓﾃﾞﾙの開発 
４．５軸ﾌﾗｲｽ加工に対する形状特徴認識 

ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙの開発 
 
研究課題２ 次世代ＣＮＣ加工ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙ
に関する研究 
次世代 CNC 加工ﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾙ（図２に示す）
及び加工ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙによる実装（加工）ｼｽﾃ
ﾑは、世界的に先駆けた、次世代 CNC 加工
ﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾙの実装ｼｽﾃﾑのひとつであり、国際
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟにおいて有用性が評価された。 
既存の NC ﾃﾞｰﾀから CNC 加工ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀへ
の変換ｼｽﾃﾑに関しては、CNC 加工ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰ
ﾀがﾌｨｰﾁｬベースの表現であるため、NC ﾃﾞ
ｰﾀから意味情報を含む加工知識導出が可能
となる等、その学術的意義は大きい。以下
に、その開発項目を示す。 
１．次世代 CNC 加工ﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾙ開発 
２．次世代 CNC 加工ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙの開発 
３．NC ﾃﾞｰﾀから CNC 加工ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀへの 

変換ｼｽﾃﾑ開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．次世代 CNC 加工ﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾙ 
 
研究課題３ 製品ﾃﾞｰﾀの品質検証ﾓﾃﾞﾙに関
する研究 
形状品質検査ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ開発支援言語の開

発として ET 言語を採用し、その基本的な
技術開発を行うとともに、形状品質検査ｱﾙ
ｺﾞﾘｽﾞﾑ開発支援言語による形状品質検査ｱﾙ
ｺﾞﾘｽﾞﾑ開発および、実ﾃﾞｰﾀを操作するため
の形状品質検査ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの EXPRESS-X
言語へ実装と図３に示すような実際のﾓﾃﾞﾙ
ﾃﾞｰﾀによる開発ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの検証を行った。
以下に、その開発項目を示す。 
１．ﾗｲﾌｻｲｸﾙをｻﾎﾟｰﾄするﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀの実装法 

に関する開発 
２．幾何形状表現ﾃﾞｰﾀの形状品質検証ﾓﾃﾞﾙ 

の開発 
３．幾何形状表示ﾃﾞｰﾀの開発 
 
 
 
 
 
 

図３．製品ﾓﾃﾞﾙ品質検証結果 

５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト 
工具軸割出加工、次世代 CNC 加工ﾌﾟﾛｾ

ｽﾓﾃﾞﾙと実装ｼｽﾃﾑ、製品ﾃﾞｰﾀの品質検証ﾓﾃﾞ
ﾙに関する研究は、世界的に先駆けたｼｽﾃﾑ
のひとつである。 
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